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淳，馬渡　剛，久井貴博，杉田直大，園田康平：DVC1-0401網膜下投与による網膜色素変性に対
する視細胞保護遺伝子治療の第 I/IIa 相医師主導試験．第78回日本臨床眼科学会．2024，11，14-17．

地方規模の学会
１ ＊米原　希，宍戸健一郎，島田大資，森内康之，山崎　諒，井上　優，猪村剛史，光武　翼，田中　
亮：脳卒中片麻痺者に出現する歩行の運動学的特徴と歩行自立との関連－ケースコントロール研究
－．第37回中国ブロック理学療法士学会．2024，9，7．

その他の学会
１ 	 久保利樹：シックデイのリウマチ治療薬に関する患者・医療従事者の認識度調査．第23回 RAトー
タルマネージメントフォーラム．2024，2，3．

２ ◯川口　淳，石丸悠子，高尾結佳，山下典生：脳画像ハーモナイゼーション．国立研究開発法人科学
技術振興機構CREST AI 駆動仮説の静的・動的信頼性保証と医療への展開．2024，3，26．

３ ＊杉山　黎，光武　翼，中薗寿人，谷口隆憲，金子純一朗：脳卒中患者の脳損傷領域における姿勢制
御反応の変化．第 3回日本前庭理学療法研究会学術集会．2024，6，2．

４ ＊長野弘枝，塩崎智之，藤田大輝，光武　翼：Body lateropulsion 症例への歩行中の対人ライトタッ
チの効果について．第 3回日本前庭理学療法研究会学術集会．2024，6，2．

５ ＊柴田旺祐，中薗寿人，谷口隆憲，金子純一朗，光武　翼：Gaze Stabilization Exercises と小脳経頭
蓋直流電気刺激の併用が前庭脊髄路に及ぼす影響：第 ３回日本前庭理学療法研究会学術集会．2024，
6，2．

６ ◯高尾結佳，大迫亮介，石丸悠子，高橋佑弥，川口　淳：構造化教師付きスパース主成分法．第 ６回
かごしまデータ科学シンポジウム．2024，8，5．

７ 	 古川拓馬，西田裕一郎，島ノ江千里，岩坂知治，原めぐみ，J-MICC Study Group：日本人集団に
おける糖尿病 Polygenic Risk Score の比較：J-MICC Study．第 ３ 回佐賀大学医学部リトリート．
2024，8，24-25．

８ ◯高尾結佳，大迫亮介，石丸悠子，高橋佑弥，川口　淳：構造化教師付きスパース主成分法．国立研
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究開発法人科学技術振興機構 CREST AI 駆動仮説の静的・動的信頼性保証と医療への展開．2024，
9，6．

研究助成等

職　名 氏　名
補助金（研究助成）
等の名称

種　　目
１：代表
２：分担
該当番号を記入

研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

特任教授 吉田　倫子 国立研究開発法人日
本医療研究開発機構
（AMED）

研究開発推進
ネットワーク
事業

１ 北部九州における分散型臨床
試験のための医療機関ネット
ワーク構築と倫理審査の効率
化を目指した研究

4,730

特任教授 吉田　倫子 国立研究開発法人日
本医療研究開発機構
（AMED）

研究開発推進
ネットワーク
事業

１ 全九州における黄斑下出血に
対する組織プラスミノーゲン
活性化因子（tPA）眼局所治
療に関する研究開発

18,600

特任教授 吉田　倫子 科学研究費助成事業
（学術研究助成基金
助成金）

国際共同研究
加速基金（国
際共同研究強
化B）

２ 炎症性単球を標的とした網膜
変性治療薬のグローバル開発

300

特任准教授 光武　　翼 科学研究費助成事業 基盤研究B １ ノイズ前庭電気刺激による新
たな転倒予防法を確立するた
めの包括的研究

7,280
（2,183）

特任准教授 光武　　翼 武田科学振興財団 医学系研究継
続助成 

１ 脳卒中片麻痺における tDCS
と FES の同時介入による新
規治療法の開発

1,611

特任准教授 光武　　翼 科学研究費助成事業 基盤研究B ２ 運動野に可塑性を誘導する新
規非侵襲的脳刺激法の開発：
その神経基盤と臨床応用

50

特任准教授 光武　　翼 科学研究費助成事業 基盤研究B ２ 日常的運転行動記録と下肢の
自己受容感覚解析によるペダ
ル踏み間違い事故の要因解明

40

特任准教授 光武　　翼 厚生労働省科学研究
費補助金

循環器疾患・
糖尿病等生活
習慣病対策総
合研究事業

２ エビデンスに基づいたロコモ
ティブシンドローム早期対策
の実践に資する包括的研究

100

特任准教授 光武　　翼 国立研究開発法人日
本医療研究開発機構
（AMED）

研究開発推進
ネットワーク
事業

２ 全九州における黄斑下出血に
対する組織プラスミノーゲン
活性化因子（tPA）眼局所治
療に関する研究開発

０

特任助教 高守　史子 科学研究費助成事業 基盤研究（C） ２ ワゴンホイール効果を応用し
たパーキンソン病等による思
考緩慢の測定法開発と臨床応
用 

100

特任助教 高守　史子 科学研究費助成事業 基盤研究C ２ 臨地実習指導者から看護教員
への役割移行におけるアン
ラーニング教育プログラムの
開発 

80
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特任助教 高守　史子 科学研究費助成事業 基盤研究C ２ 新規育児不安尺度の開発ー出
産施設退院時の母親の育児不
安に着目してー

0
(20)

特任助教 高守　史子 国立研究開発法人日
本医療研究開発機構
（AMED）

研究開発推進
ネットワーク
事業

２ 北部九州における分散型臨床
試験のための医療機関ネット
ワーク構築と倫理審査の効率
化を目指した研究

０

特任助教 高守　史子 国立研究開発法人日
本医療研究開発機構
（AMED）

研究開発推進
ネットワーク
事業

２ 全九州における黄斑下出血に
対する組織プラスミノーゲン
活性化因子（tPA）眼局所治
療に関する研究開発

０

特任助教 星子　享幹 国立研究開発法人日
本医療研究開発機構
（AMED）

研究開発推進
ネットワーク
事業

２ 全九州における黄斑下出血に
対する組織プラスミノーゲン
活性化因子（tPA）眼局所治
療に関する研究開発

０

特任助教 古川　拓馬 科学研究費助成事業 若手研究 １ 生活習慣病に関連するDNA
メチル化領域の探索およびラ
イフスタイル要因の影響

1,300
(500)

特任助教 古川　拓馬 科学研究費助成事業 研究活動ス
タート支援

１ 糖尿病に対する遺伝的リスク
と個別化対処戦略の検討

０
(565)

特任助教 古川　拓馬 国立研究開発法人日
本医療研究開発機構
（AMED）

研究開発推進
ネットワーク
事業

２ 北部九州における分散型臨床
試験のための医療機関ネット
ワーク構築と倫理審査の効率
化を目指した研究

０

特任助教 古川　拓馬 国立研究開発法人日
本医療研究開発機構
（AMED）

研究開発推進
ネットワーク
事業

２ 全九州における黄斑下出血に
対する組織プラスミノーゲン
活性化因子（tPA）眼局所治
療に関する研究開発

０

※（　）は繰越金で外数

学術（学会）賞

職　名 氏　名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

特任助教 古川　拓馬 第34回日本疫学会学術総会，最優秀演
題賞

日本人におけるポリジェニックリスクスコアと糖尿病
の関連：J-MICC Study
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